
 

 

 

 

 

 

 

事例紹介２ 
「Ｖ－Ｌｏｗマルチメディア放送と 

              きずな再生・強化事業」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
福島県喜多方市役所 市民部生活環境課 

主査 小林 修 氏 

  



V-Lowマルチメディア放送と
きずな再生・強化事業

福島県喜多方市

１ 経緯

 喜多方市の現状

喜多方市は、平成18年1月4日、1市（喜多方市）2町（塩川町・山都町）2村
（熱塩加納村・高郷村）の合併により誕生。一方、防災行政無線については、
整備済地区と未整備地区との行政サービスの不均衡が発生している。
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１ 経緯

 東日本大震災前の取り組み

喜多方市ではこれまで、

・ 防災行政無線の統合化（デジタル1波・アナログ3波、暫定措置）

・ 防災行政無線と連携させた全国瞬時警報システム（Jアラート）の整備

と段階的・計画的に整備を行ってきた。

 東日本大震災を受けて

東日本大震災での経験を踏まえ、

・ 防災情報ネットワーク整備基礎調査業務委託を実施。

しかし、

・ 熱塩加納・山都・高郷地区は戸別受信機が全戸配備

・ 旧喜多方・塩川地区の世帯は全体の約84％
・ 熱塩加納地区をはじめとする既整備地区のデジタル化

などによる課題が浮き彫りに
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１ 経緯

 こんな時

地上テレビ放送の完全デジタル化による

・ 空き周波数（90～108MHz・V-Low帯）

を使った

・ デジタル波

・ IPDC技術

・ マルチメディア放送

の存在（計画）を知る

 そこで

この放送を活用して

・ 防災行政無線の代替

として活用できないか着目し平成23年12月に

・ コミュニティFM（喜多方シティエフエム）と連携

・ 実証実験計画を総務省へ提出
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１ 経緯

 原子力災害避難住民等交流事業費補助金

（ICT地域のきずな再生・強化事業）

防災行政無線の代替として検討していく中で

・ 音声・映像・画像

など様々なコンテンツが放送により配信できることを

・ 会津若松市を中心に多く避難している大熊町民

・ 大熊町民の“きずな”の維持の支援

・ 大熊町復興の促進

に役立てることができるのでは

・ 大熊町・更には会津若松市と連携し

・ 会津若松市ではICTインフラ網の整備

・ 喜多方市では放送インフラ網の整備

を行い

・きずな維持・再生・強化

を目的として事業申請
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１ 経緯
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２ V-Lowマルチメディア放送とは

 V-Low帯とは

６

２ V-Lowマルチメディア放送とは

 V-Lowマルチメディア放送とは①
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２ V-Lowマルチメディア放送とは

 V-Lowマルチメディア放送とは②
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２ V-Lowマルチメディア放送とは

 V-Lowマルチメディア放送の特徴①
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３ システム概要

 放送サービスの概要①
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３ システム概要

 放送サービスの概要②
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３ システム概要

 放送サービスの概要③
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３ システム概要

 放送プラットフォームの概要

１３

喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会



３ システム概要

 放送送信システムの概要①

１４

喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

３ システム概要

 放送送信システムの概要②
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喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会



３ システム概要

 送信アンテナ

１６

喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

３ システム概要

 デジタルサイネージ
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４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 協議会の目的

喜多方・会津地方のマルチメディア放送を活用した非常時災害放送、平時の
地域情報等の実証実験及び調査研究を行う。

 協議会参加者

・ 喜多方シティエフエム株式会社

・ きずなプロジェクト連絡会議（会津若松市・大熊町・喜多方市）

・ ＢＡＮ－ＢＡＮネットワークス株式会社

・ 神戸市外国語大学教授 芝 勝徳

・ 株式会社エフエム福島

・ 株式会社シンク

・ 株式会社ラジオ福島

・ 日本電気株式会社

・ 河沼郡湯川村

・ 株式会社日立国際電気

１８

４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 協議会の活動経緯

・ 平成24年8月28日 設立

・ 平成25年1月22日付 実験試験局免許申請

・ 平成25年2月28日 実験試験局 予備免許付与

・ 平成25年3月4日 試験電波発射

・ 平成25年3月22日 実験試験局本免許付与（平成27年3月まで）

・ 平成25年7月9日 平成25年度総会

・ 平成25年7月9日 経過報告会

１９



４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 コンテンツ配信の検証

２０

４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 受信状況の調査（アンテナパターン）
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４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 受信状況の調査（測定方法）

受信調査では、日常使用する高さを想定して地上高約1.2ｍで測定していま
す。メニュー画面より受信状態の画面に切り替えると、ＣＮ値（搬送波対雑音
比）やMER（変調誤差比）、BER（ビット誤り率）などが表示されます。また、画
面上部には日付や電池残量表示の他に電波状態を示すバーの表示があり
ます

２２

４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 受信状況の調査（送信所から5㎞以内）
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４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 受信状況の調査（送信所から5㎞超10㎞以内）

２４

４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 受信状況の調査（送信所から10㎞超30㎞以内）
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４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 安心安全端末（山形カシオ製・開発中）の紹介①

２６

４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 安心安全端末（山形カシオ製・開発中）の紹介②
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４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 安心安全端末（山形カシオ製・開発中）の紹介③

２８

４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 安心安全端末（山形カシオ製・開発中）の紹介④
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４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 安心安全端末（山形カシオ製・開発中）の紹介⑤

３０

４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 安心安全端末（山形カシオ製・開発中）の紹介⑥
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４ 喜多方・会津地方V-Low実証実験協議会

 安心安全端末（山形カシオ製・開発中）の紹介⑦

３２
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